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富士宮市スポーツ推進委員協議会



　日頃から当市スポーツ振興につきまして、スポーツ推進委員の皆

様に御協力いただいておりますことを厚く御礼申し上げます。

　さて、富士宮市は「市民ひとり１スポーツ」を掲げており、スポー

ツ協会、スポーツ推進委員、リーダーバンク、地域体育部の皆様を

はじめ、多くのスポーツ関係者の皆様の御協力をいただき、地域スポーツの発展に努

めております。誰でも気軽に楽しめる軽スポーツを楽しく指導してくださる推進委員

の存在は、体を動かしたい、又はこれからスポーツを始めたいと考えている人達にとっ

ては、とても頼りになります。

　また、昨年は能登半島地震から始まりましたが、近年、自然災害が多くなっている

ように感じます。災害時には地域のコミュニティは重要な役割を担っており、コミュ

ニティを形成するのに地域に密着して活動するスポーツ推進は不可欠な要素になって

いると思います。

　スポーツ推進委員の皆様には、今後も変わらぬ地域に根差した御指導と御協力をよ

ろしくお願いいたします。

　スポーツ推進委員の皆様には日頃からスポーツの普及、推進にご
尽力賜り厚くお礼申し上げます。昨年４月着任以降、皆様方が、ス
ポーツ活動や各種行事などを通じ、スポーツと向き合う姿勢に、敬
意を表すします。
　さて、スポーツ推進委員とは、「スポーツ基本法」により、スポー

ツの推進のための事業に係る連絡調整役として位置づけられる、非常勤の公務員とな
ります。そして、スポーツ推進委員の活動は多様であり、期待される役割も難しいと
思われます。このような中、当市では、43人の皆様が活動されており、市のスポーツ
関連イベントへの協力（市民レクスポ祭、各種駅伝大会等）や市民へのスポーツの普
及活動をしていただいているところです。特に、軽スポーツの普及については、実技
指導や講習会などを通じた地域への普及推進が重要だと思われます。
　いずれにしましても、富士宮市は「市民ひとり１スポーツ」を掲げておりますので
委員の皆様には今後もご負担をおかけすることもあろうかと思いますが、市民が安心
してスポーツに触れ、楽しみ、親しむ環境づくりに、共に取り組んでいけたらと考え
ております。
　スポーツ推進課職員とともに精一杯努めてまいりますので、引き続き、よろしくお
願いします。

　　　富士宮市のスポ―ツ推進活動について

富士宮市教育委員会　　教育長　望月　俊伸

スポ―ツ推進について

スポーツ振興課　　課長　望月　伸浩



　とにかく、暑かった。７月７日の会長杯を終えての感想です。早い
もので、私自身スポ―ツ推進委員になって６期・11 年となりました。
昨年まで、地域推進部の部長でしたが今期より軽スポ―ツ部の部長に
任命されました。任命された時に会長杯は軽スポーツが、企画・運営
するという事で、かなりのプレッシャーを感じたことを覚えています。
企画・運営を進めるにあたり、前任の部長さんや会長など、いろいろ

な方に相談をし企画を進めて行きました。我々スポ―ツ推進委員はボッチャの普及活動とし
て3年程前から市のスポーツ教室でボッチャの指導や、各地域での体験会を行っています。
今期は 14名と多くの推進委員が入れ替わったという事を踏まえ、新任の方々になるべく早
くボッチャを覚えてもらうために、競技はボッチャに決定しました。軽スポーツ部として、
事前準備で推進委員協議会の実技研修でのルール説明実技演習等、部会を行い、チ－ム分け・
対戦表の決定、商品の買い出しを行いました。会長杯当日は、会場準備で参加者より早く集
合しました。何もしなくても汗が滴り落ちる程の暑い日でした。当日は皆さんの協力もあり、
滞りなく会長杯を終える事が出来ました。会長杯終了後は花の湯にて懇親会を開催し、より
親睦を深める事が出来ました。今回はスポーツ振興課の皆さんが前日に行われた日米対抗ソ
フトボ－ルの片づけ等があり、30名の参加でした。次回はより多くの方に参加していただ
きたいと思っています。
　後日、アンケ－ト調査を実施し今回の反省点や改善点がありましたので、次回以降の参考
にして行きます。またコロナ禍以降、実技研修が減り、体験する競技が少なくなっているの
が現実です。会長杯を通じて、いろいろな競技を実施していき推進委員の皆さんには各地域
への普及活動に活かして頂き、ご活躍してもらいたいと思っています。

　令和 6年 4月 1日に富士宮市教育委員会からスポ―ツ推進委員

を委嘱されました。私がスポ―ツ振興課に勤務していた25年前は

スポ―ツ推進委員とは言わず、体育指導委員（体指）と呼ばれてい

ました。体指の方々はスポ―ツリーダ－バンクの方と共に富士宮駅

伝、レクスポ祭、グラウンドゴルフ大会などの市の行事に進んで協力しインディアカ教室、

市のスポ―ツ教室や各種スポ―ツ指導者委託事業に主体的に取り組んでいました。現在は、

富士宮市グラウンドゴルフ協会が出来インディアカ教室は体指から独立し、富士宮市のス

ポ―ツが発展してきています。この発展は四半世紀の体育指導員・スポ―ツ推進委員の功

績ではないかと感じました。スポ―ツ推進委員は今、ボッチャの普及に努めています。ボッ

チャは、赤と青のカラーボールを投げあって、白いジャックボールに近かった方が勝ちと

いうシンプルなスポ―ツです。又投げ方や試合展開等、どうしたら勝てるのかを深く考え

る事が必要なスポ―ツでもあります。性別・年齢を問わず体を動かし脳の活性化を図るこ

ともできます。ボッチャが、十年後、市民に愛されるスポ―ツとして広まる事を期待して

います。

会長杯を終えて

軽スポーツ部　　部長　久保村　純司

スポ―ツ推進委員（新人）年間活動を振り返って

スポーツ推進委員　新任代表　金森　宏文



令和6年度主な事業

★市民スポ―ツ祭総合開会式　・・・・・・・・・・・・・・（　 ５月　）

★市民レクスポ祭　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　11月　）

★富士山女子駅伝　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　12月　）

★富士宮駅伝　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （R7・2月）

★市民ゆっくりマラソン＆ウォーキング　・・・・・・・・・ （R7・2月）

★ボッチャ教室（年３回）　第１期：５～７月10回、第２期：９～11月10回

　　　　　　　　　　　　  第３期：１～３月10回
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